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【研究内容の概要】

細胞培養後に、スフェロイドを培養足場から剥離する方法としては、酵素を用いる方法
が知られている。しかし、この方法では、細胞間の結合を壊さずに、細胞培養物を回収す
ることが困難である。また、細胞培養足場に温度応答性ポリマーを用い、熱処理を行って
温度応答性ポリマーを分解することにより、スフェロイドを培養足場から剥離し、回収する
方法も知られている。しかし、この方法は、培養―剥離のプロセスを狭いマージンの温度
管理下で行うことが必要であるため、温度コントロールが困難であり、また、サイズコント
ロールも容易ではない。そこで、本発明は、細胞培養後、細胞培養物を破壊することなく
回収することができる細胞培養足場とこれを用いたスフェロイドの作製方法を提供するこ
とを目的とする。

本発明にかかる細胞培養足場を用いて細胞を培養すると、細胞培養開始後、一定期間
はフッ素樹脂による撥水性表面と細胞接着分子との界面が強固に接着しているが、さら
に一定期間経過すると前記界面の接着性が低下する。この経時的な接着性の変化を利
用することによって、一定の段階まで細胞を培養したのち、細胞培養足場から、スフェロ
イドを破壊することなく浮遊させることができる。しかも、細胞接着分子をパターン状に形
成することで、スフェロイドが回収できる。温度応答性ポリマーを用いる場合のような温度
コントロールの困難性もなく、また、サイズコントロールが容易なことも本発明の優位点で
ある。
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・ スフェロイドを破壊することなく浮遊させることができる。
・ 細胞接着分子をパターン状に形成することで、スフェロイドが回収できる。
・ 温度応答性ポリマーを用いる場合のような温度コントロールの困難性がない。
・ サイズコントロールが容易。
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・ スフェロイド、オルガノイドを利用するバイオテクノロジー研究
・ 創薬開発
・ 再生医療
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